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インターネットが調達物流と輸送市場を変える
企業物流のアウトソーシングが活発に

物流

物流におけるインターネットの利用は、

物流事業者を中心に活発に展開されてい

る。その利用分野としては、ホームペー

ジ開設による会社案内、採用関係の情報

提供、苦情や問い合わせの窓口、運賃案

内や輸送商品案内などがあるが、特に物

流ならではのものとしては以下のものが挙

げられる。

①貨物追跡

「貨物追跡」とは、消費者が宅配便で

荷物を送った場合などに、伝票にある問

い合わせ番号を使ってその荷物がすでに

届いたのか、輸送途中のどの段階にある

のかなど、荷物の所在を知ることができ

るシステムであり、ほとんどの宅配便業

者のホームページ上で「配送状況のご案

内」などの形で用意されている。受信す

るメールアドレスを入力すれば、配達完

了時にその旨のメールが送られるサービス

を行っている業者もある。

②物流診断

「物流診断」とは、ホームページ上に物

流に関する質問項目を用意し、それに回

答することで物流上の問題点や物流のレ

ベルを診断結果として提示するサービス

である。主に企業の物流担当者向けに設

けられており、診断結果は社名、氏名等

を入力した回答者のみに示される。物流

業者はこうして集めたデータを、訪問営

業に利用したりする。

③貨物とトラックのマッチングサービス

貨物とトラックのマッチングサービスと

してこれまでよく知られているものに「求

車求貨システム」がある。これは、輸送

業者が空きトラックの情報を掲示し、そ

れを見た荷主が輸送業者に連絡をとって

輸送を依頼したり、逆に輸送依頼を掲示

している荷主に輸送業者が連絡をとると

いう形で取引が成立するシステムである。

ところが最近ではトラックの積載率が

低いのを受け（50％に満たないという）、

こうした車両単位ではなく、積載スペー

ス単位で売買する「電子市場」がネット

上に開設されるようになってきた。これは

積載スペースの売り手である輸送業者と

買い手である荷主とが「競り」形式で取

引をするシステムである。たとえばグロー

バルロジスティクス総研（GL総研）など

5社が2000年3月「イー・トレックス（e-

TReX）」を設立、これからサービスを開

始する予定であり、具体的な仕組みはビ

ジネスモデル特許（P.143参照）の関係

で明らかにされていないが、既存の輸送

市場に与える影響は大きい。

これまでの取引は荷主と輸送業者との

固定化された範囲内で行われるのが一般

的であったが、この電子市場はその殻を

破るのではないかと期待されている。

④調達物流

最近インターネットを利用した部品等

の調達が広がり始めているが、既存の調

達物流のあり方を大きく変えるものとし

て注目されている。

これまで部品などの調達は、いわゆる

系列の範囲内で行われており、調達する

側の意向に沿って納品されていた。しか

し、インターネットを使って系列外でも

調達できるようになると、競争原理が働

き、部品価格の低下が期待できるように

なる。また、部品価格とそれを届けるた

めの運賃との分離も起こる。調達先が全

世界に広がれば、届けていくらなどとい

う価格設定はありえない。購入側の運賃

負担ということになれば、購入側は最も

安くなる輸送方法で調達をするはずであ

る。届けていくら式の価格設定のために

発生していた、これまでの行き過ぎた多頻

度小口の納入システムはなくなるだろう。

⑤物流のアウトソーシング

物流を効率的に行うには、物流動態に

ついての情報を常に把握していることが

必要である。ところが、多くの企業にと

っては、物流動態を考慮した情報システ

ムなど存在しないというのが実態であり、

これが物流の効率化を遅らせている。そ

うした中、大きな投資をしなくても、物

流動態についての情報が得られるサービ

スが注目を集めている。

フェデラルエクスプレスや日本通運な

どが提供しているサービスで、自社のパ

ソコンから利用者がインターネットにアク

セスすると、どこにどれくらいの在庫があ

るか、出荷貨物はどこの段階にあるかな

ど必要な情報を検索できる。サービス提

供者は、このサービスと通常の物流業務

も含めたトータルな物流業務を荷主企業

から受託する。

もはや物流に人、資金などの経営資源

を投下する余裕はないという企業が多い

こともあり、企業物流の世界では、こう

いった物流のアウトソーシング志向が高まっ

ている。
（湯浅和夫　株式会社日通総合研究所取締役）

図1　日本通運の「物流診断」サービス

http://www.nittsu.co.jp/shindan/shindan.htm
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